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授業の概要

授業展開案

　①はじめに

　②がんから自分を守るために

　③がんにかかると、どうなるの？

　周りの人にできることは？
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ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロジェクト
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ねらい

●がんの経験談を通して、がんとの向き合い方、健康や命の大切さ、他者への思いやりと支え合うことの大切さ、

がんになっても自分らしく生きることを伝えます。

●このプロジェクトの授業内容は「がん教育」のガイドラインに基づいて作成されています。

●医師の監修による啓発冊子を活用し、がん全般の正しい知識が学べます。

●健康に対して主体的に考えることができるように、問いかけやワークを盛り込んでいます。

●授業を受けた生徒に「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を進呈し、周囲への健康啓発モチベーショ

ンをアップ。保護者世代の健康意識の向上とがん検診受診率アップにつなげます。

●講師はがん経験を持ち、がん教育講師としての研修を修了したピンクリボンアドバイザーです。

特  長

認定NPO法人乳房健康研究会が主催する認定制度で、乳がんの検診、治療など、

乳がんについて学び、試験を受けて認定されます。乳がんから自分を守る、家族や

友人と乳がんについて話す、仕事仲間に検診をすすめる、など、乳がんを正しく

理解し一人ひとりに寄り添うやさしい社会を目指して、全国で約7,000人が啓発

活動を行っています。

ピンクリボンアドバイザーとは

●がんでない人も、がんになった人も、すべての人がかけがえのない命を大切にして、自分らしく暮らせる社会の

実現を目指します。

●ピンクリボンアドバイザーがん教育認定講師  が中学校・高等学校に赴き、授業を行います。がんの経験談を

通して、生徒の健康意識の向上、未来の検診受診率アップ、がん患者を支えることにつなげます。

●授業を受けた生徒に「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を進呈。ジュニアピンクリボンアドバイザー

に認定することで、自身の健康、さらに周囲への健康啓発のモチベーションアップを図ります。

●保護者世代の健康意識の向上、がん検診受診率アップにつなげます。

●がん経験者がその経験を活かして社会に貢献する様子から、困難を乗り越え自分らしく生きる人生の在り方

を伝えます。

＊

＊ピンクリボンアドバイザーの中のがん経験者を対象とした、所定の研修を受講した人が認定されます。



授業の概要

＊女子校、男子校、共学を問わず実施します

①はじめに

内 容目 安

5分

10分

20分

7分

3分

5分

教 材

ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証

②がんから自分を守るために

④ワークタイム　

⑤おわりに

フリータイム

③がんにかかると、どうなるの？周りの人にできることは？

•今日学んだことの
おさらいとして、
健康クイズにチャレンジ。

A：クイズ【中学】 B：シート記入【高校】

•ワークシート（啓発冊子Ｐ10）を
使い、がんについて考える。

＊人数が多い場合はクイズに変更

•今日のテーマに関心を持ってもらうための導入と、講師の自己紹介。

•がんはどうしてできるのか、がんから自分を守るためにできること
（リスクを減らす生活習慣、検診の大切さ等）を伝える。

•人とのかかわりの中で健康を考えるワーク。

•がんの経験談（発見～治療、治療期間中の気持ち、家族や周りの
人とのエピソード等）により、患者の気持ちや望みを伝える。

•がん患者に、周りの人がどんなサポートができるかを考えるワーク。

•「メッセージカード」に記入して、家族等に渡してもらう。

•「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を全員に進呈。
自分の健康を守ること、周りの人へ伝えることの大切さを
印象付ける。　

•今日学んだことのポイントを紹介する。

•授業の感想を聞く 等

＊基本となる授業展開案をもとに、各学校のご要望に合わせてアレンジいたします。

メッセージカード

中学校、高等学校

1時限（50分）

がんについて、一緒に考えよう  ～がん経験者とともに～

対  象

時  間

テーマ

内  容

啓発冊子

説明スライド
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説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

5分

①はじめに（5分）
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●今日のテーマに関心を持ってもらうための導入と、講師の自己紹介。

先生からの紹介後、ご挨拶。
「こんにちは。ピンクリボンアドバイザー がん教育認定講師
の□□□□です。
がんは、皆さんにとっては自分のことじゃないという感じだ
と思いますが、どんな人も、自分や家族が、がんなどの病気
になる可能性があります。
病気は、自分ではどうしようもないことかもしれないけど、
自分や周りの人の健康を守るために、皆さんにもできること
はいっぱいあります。今日は、がんについて皆さんと一緒に
考えていきたいと思います。」

講師作成

導入として、今日の話を身近に感じてもらうため、その地域
でのピンクリボンイベントを例に出して紹介。

「この間、こんなイベントがありましたね。知っている人は？
皆さんは、ピンクリボンという言葉を聞いたことはあります
か？聞いたことがある人は？（挙手）
ピンクリボンは、乳がんを啓発するシンボルマーク。
□□県でも、さまざまな啓発活動が行われています。見たこ
とがあるものも、あると思います。
乳がんも、がんのひとつです。」

講師作成

講師作成

•学校がある地域で
のピンクリボン関
係のイベントを紹
介。多くの人が目
にするようなもの
を例示。写真を掲
載する場合は、主
催団体の許可を
得る。

「今日はがんについてのお話をしますが、皆さんにとって、が
んって、どんなイメージですか。」

生徒に答えてもらう。
生徒の反応を受けてコメント。

「いろいろな意見が出てきましたね。
自分ががんになるなんて、考えたくないですよね。私もそう
でした。少し私のことをお話ししますね。」

•生徒のがんのイ
メージは、間違っ
ているものもあ
る。ここでは正さ
ないが、後で関連
する内容のところ
に来たら、間違い
を正すような発言
を行う。

どういう人が、どういう立場で、何のために来ているのか
を、簡単に生徒に伝える。
（がん経験者で、がんを伝える活動をしている人）

●がん経験者であること（何がんか、罹患からどのくらい
経っているか、など）

●プロフィール（住んでいる地域、子どもの有無・学年、仕事 
など）

●ピンクリボンアドバイザー、がん教育認定講師とは何か

•学校の近辺の自治
体に住む、皆さんと
同じくらいの子ど
もがいる、など、相
手に合わせた話を
盛り込む。

•プロフィールは、経
験談に関わること
にとどめる。

「がんにかかるのは、日本では2人に1人。ここにいる皆さん
の半数がかかる可能性がある病気です。
●がんは誰でもなる可能性があります。
●「私が心配をかけたから親ががんに」と思うお子さんがい
ますが、がんは誰のせいでもありません。

●身近な人ががんになったら、辛いこともあるけど、あなた
にできることもたくさんあります。

●私の経験が誰にでも当てはまるわけではないけど、知っ
ていると役に立つことも。がんを怖いと思わないで、向き
合って。今日の話を、がん以外の病気やけが等、色々な場
面で参考にしてもらえたら嬉しい。」

•多感な生徒たちを
怖がらせない、安
心させるような説
明を行う。

•学校に小児がんの
生徒がいる、家族
ががんで亡くなっ
た生徒がいる、等
の場合があるの
で、事前に学校に
確認、配慮する。



「がんとどんなふうに向き合ったらいいのか、
まず、がんから自分を守るためにどうしたらいいか、一緒に
考えていきましょう。」

説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

5分

5

「まず、あなたの体は誰のもの？ということですが・・・」

生徒に答えてもらう。

「もちろん自分のものですよね。大切な自分の体は、自分で
しっかり守りましょう。」

「では、健康について、人とのかかわりの中で考えてみましょ
う。もし、あなたががんになったら、どんな人に影響がある
でしょうか。」

生徒に答えてもらう。

「では、10年後、20年後、大人になったあなたの場合は？」

生徒に答えてもらう。

「現在・将来とも、多くの人とかかわりあいながら生活してい
ます。あなたががんになったら、周りの人にどんな影響があ
るでしょうか。」　生徒に答えてもらう。
<現在の例>家族が悲しむ、お母さんが看病のために会社を
休む・やめる、兄弟が部活をやめる、等
<将来の例>仕事が滞る・やめる、パートナーが仕事を休む、
経済的に困る、等
「健康は自分だけの問題ではありません。自分のためにも。
周りの人のためにも。みんなで健康を大事にして、支え合っ
ていきたいですね。」

②がんから自分を守るために（10分）
●がんはどうしてできるのか、がんから自分を守るためにできること（リスクを減らす生活習慣、検診の大切さ等）を伝える。

●人とのかかわりの中で健康を考えるワーク。



説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

5分 「がんから自分を守るために、どうしたらいのでしょう。ここ
で、がんの仕組みを見てみましょう。
わたしたちの体の細胞は、毎日分裂し、新しくなっています。
このとき、正常な細胞の遺伝子が何らかの原因で傷ついて、
異常な細胞ができることがあります。これが、がん細胞です。

健康な人でも、毎日がん細胞が多数発生していますが、体に
備わっている免疫機能により、がん細胞は消滅しています。
一方で、これらの機能がうまく働かなくなったときに、がん
細胞は時間をかけて増殖し、やがて命をおびやかすように
なります。」

「がんはさまざまな臓器に発生します。その中で、胃がん、大
腸がん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、この5つは、検診の効果
が認められていますし、多くの人がかかるがんです。この5つ
については、国が検診を推奨していますので、受診年齢に
なったらきちんと受けましょう。
推奨される検診の受診年齢、検査方法等は、変わることが
あります。大人になったら、その時点の最新の情報を入手し
てください。
ここまでのお話は、冊子『知ってほしい、がんのお話』に掲載
されているので、後でしっかり読んでくださいね」

「生活習慣をきちんと守っていても、がんにならないわけで
はありません。
がんは、目立った症状がないまま、体の中でゆっくりと進行
していきます。がんの種類やタイプによっては、進行度が異
なる場合もあります。
早期で発見できれば、がんの約9割は治ります。自覚症状が
ない早い段階でがんを発見するために必要なのが、検診で
す。
がんから自分を守るためにできることの２つ目は、検診で
す。がんになっても、あなたの命を守るために。大人になっ
たら、がん検診を受けてください。」

「がんから自分を守るためにできることの１つ目は、がんに
なるリスクを減らすために、望ましい生活習慣を心がけるこ
とです。

①たばこを吸わない、
②過度の飲酒をしない、
③バランスの良い食事をとる、
④積極的に身体活動をする、
⑤適正体重を維持する

健康のため、大人になっても、たばこやお酒は控えましょ
う。」

「がんは、加齢によって起こることが多くなる病気です。しか
し、がんになる原因の中には、細菌・ウイルスなどの感染、生
活習慣、生まれ持った体質（遺伝的原因）などがあります。原
因のわかっていないものもあります。」

6



説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

5分

③がんにかかると、どうなるの？周りの人にできることは？（20分）
●がんの体験談（発見～治療、治療期間中の気持ち、家族や周りの人とのエピソード等）により、患者の気持ちや望みを伝える。

●がん患者に、周りの人がどんなサポートができるかを考えるワーク。

「がんにかかると、どんな症状があって、どんな治療をする
のでしょうか。
患者にとって、どんなことが支えになるのでしょうか。
周りの人には何ができるのでしょうか。

症状や治療は、がんの種類によっても違いますし、同じがん
でも個人によって違います。また、感じ方は人それぞれです。
今日は私の場合のお話をしながら、皆で考えていきたいと
思います。」

「がんの治療法は、主に３つ（手術療法、放射線療法、薬物療
法）で、がんの種類や状態などにより、単独、または複数の
治療法を組み合わせて行います。がんの治療法の基準とな
る「標準治療」をもとに、患者さんの年齢やライフスタイル、
手術や薬物療法に対する考え方や希望をふまえて、患者さ
んと医療者が一緒に治療法を選択していきます。」

がん発見のきかっけ、診断を受けるまでの気持ち、診断され
たときに感じたこと、等をわかりやすく説明。

「これからがんの発見・治療の話をしますが、皆さんは、どん
な場面で、どんなサポートができるか、考えながら聞いてく
ださい。まず発見は…」

講師作成

講師作成

•厳しすぎる現実を
知らせる必要はな
い。つらい話で落
ち込ませないよう
に注意する。

•今日の話がすべて
のケースに当ては
まるわけではない
ことを伝える。

治療のプロセス・かかった時間、生活・仕事への影響、治療
後の生活、等をわかりやすく説明。

•標準治療以外のこ
とは言及しない。実
際に行っていても、
その部分は今回の
授業では話さな
い。
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説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

8分

「あなたの身近な人ががんになった場合、どんなサポートが
できるでしょうか。」

親ががんになった時の例を紹介。

「たとえば、お母さんががんになったら、家族がちょっとした
お手伝いをしてくれることで、時間を気にしないで病院に行
けます。些細なことでも、とても嬉しいものです。」

「ここからは、皆さんに考えてもらいます。
親など、あなたの身近な人ががんになったとしたら、あなた
はそのことを知りたいと思いますか。
知ったら、どう感じるでしょうか。
知りたくないとしたら、それはどうしてですか。どうしたら、
向き合えるようになるでしょうか。」

生徒に答えてもらう。
「嫌だし、怖いですよね。でも、あなたにはできることはいっ
ぱいあります。」

「あなただったら、誰を、どんなふうにサポートしますか。
家族がなった場合、周りの人がなった場合について、具体的
に考えてみましょう。」

グループ、または隣の人と話し合い、発表してもらう。
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講師作成

講師作成

講師作成

講師作成

講師作成

説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

5分

家族の誰が、どんなふうに支えてくれたか、どんな気持ちが
したか、実際のエピソードを交えて紹介。

周りの人（友達、近所の人、親戚、その他）の誰が、どんなふう
に支えてくれたか、どんな気持ちがしたか、実際のエピソー
ドを交えて紹介。

「ここからは、私が治療の時に支えになったことを紹介しま
す。」

治療期間中に、前向きに治療に取り組むことができたエピ
ソードを紹介。
・どんな場面で、誰と、どんなことがあったか、どんな気持ち
がしたか
<例>
子どもが支えになった、待っててくれる人がいると思うと頑
張れた

•エピソードから生
徒が学べることが
ある、がんとポジ
ティブに向き合え
るような内容に。

（以下のスライドも
同じ）

【高校のみ】
職場の人（上司、同僚、取引先、顧客、その他）の誰が、どんな
ふうに支えてくれたか、どんな気持ちがしたか、実際のエピ
ソードを交えて紹介。

【高校のみ】
経済的な面で、どんなことがあったか、どんな気持ちがした
か、実際のエピソードを交えて紹介。

（例）
高額療養費制度、傷病手当金、会社の制度が利用できた、手
当が出て助かった、仕事を休んで収入が減ったが保険に
入っていてよかった、保険が適用されなかった、等

•治療中は経済的に
苦しくなること、備
えておくこと、様々
な制度が利用でき
ることを伝える。
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説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

2分

「様々なホームページがありますが、がんに関する正しい情
報は、まず「国立がん研究センター」のホームページをみま
しょう。」

「私たちピンクリボンアドバイザーは、正しい知識を学び、伝
える活動を行っています。例えば、乳がんになったかもしれ
ないと心配な時、何科に診察に行ったらいいかを知らない
人も多いのですが、そんな時に、的確なアドバイスを行って
います。乳がんにやさしい社会を目指し、現在7,000人が活
動しています。」

「皆さんにも、自分の健康を守るために正しい知識を身に付
けて、そして周りの人に伝える存在になってほしいと思いま
す。」

「世の中には様々な情報が溢れていますね。
テレビ、インターネットのホームページ、ライン、ツイッター、
フェイスブックなど、いろいろな情報があります。
でも、それって、本当に正しいものでしょうか？
様々な情報の中には、嘘のニュースや、個人の意見に過ぎな
いものもあります。情報に惑わされないように。

また、不安になって検索して、どんどん自分に都合のいい情
報を集めてしまう場合も。
その情報には、科学的根拠があるか？見極めるようにしま
しょう。」

•ピンクリボンアド
バイザーの勧誘と
受け取られないよ
うに注意

10



説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

7分

④-A ワークタイム＜クイズ版：中学＞（7分）

11

●今日学んだことのおさらいとして、健康クイズにチャレンジ。

●「メッセージカード」に記入して、家族等に渡してもらう。

「今日はたくさんのことを学びました。これから、今日のおさ
らいとして、健康に関するクイズにチャレンジしてもらいま
す。」

問いかけて、それぞれの選択肢に挙手してもらう

「これは、皆さんわかりますよね」「これは難しかったかな？」
など生徒の答えに反応する。

回答と解説を紹介。

＊②③のワークを重点的に取り組む場合は、
　④を短縮・カットするなど、時間調整を行う。



説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安
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健康や命の大切さ、がん検診のこと・・・
今日学んだことをカードに記入して、家族や大切な人に渡し
てもらう。

＊時間がなければ、後で記入してもらう。



•可能ならば、数人
に発表してもらい、
記入した内容をみ
んなでシェア。

•時間がなければ、
後日、ホームルーム
などで取り上げて
もらう。

説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

7分

④-A ワークタイム＜シート版：高校＞（7分）
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●ワークシートを使い、一人一人で、がんについて考える。

●「メッセージカード」に記入して、家族等に渡してもらう。

「ここまでは皆さん一緒に考えてきましたが、ここからは一
人一人で考えてもらいます。」

「冊子『知ってほしい、がんのお話』10ページのワークシート
に、自分の気持ちや考えを記入してください」

冊子は各自持ち帰る（提出しない）ので、自分の気持ちを率
直に、箇条書きでいいので記入してもらう。

健康や命の大切さ、がん検診のこと・・・
今日学んだことをカードに記入して、家族や大切な人に渡し
てもらう。

＊時間がなければ、後で記入してもらう。

＊ワークシートが無理な場合は、クイズに変更

＊②③のワークを重点的に取り組む場合は、
　④を短縮・カットするなど、時間調整を行う。



説明内容・コメント要旨スライド 留意点等目安

3分

⑤おわりに（3分）
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●「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を進呈。 自分の健康を守ること、周りの人へ伝えることの大切さを印象付ける。

●今日学んだことのポイントを紹介する。

「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を全員に進呈。

「今日からあなたはジュニアピンクリボンアドバイザーで
す。自分自身の健康を大切にするとともに、周りの人にも伝
えましょう。」

がんについての冊子を紹介。

「この冊子は、がんとはどんなものか、がんの種類、検診、治
療など、がん全般の知識をわかりやすくまとめています。
授業では詳しく触れていませんが、後で読んでください。お
家の人にも、読んでもらってください。」

今日学んだポイントを紹介。

＊認定証に記載している内容と同じ

支え合うことや、かけがえのない命を大切にしてほしいとい
うメッセージで締めくくる。


